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は じ め に 

 

                 鳥取大学生命機能研究支援センター長 

                        押 村 光 雄 

 

鳥取大学生命機能研究支援センターは、学内共同教育研究施設であります。このセンタ

ーを構成する遺伝子探索分野、放射線応用科学分野、動物資源開発分野、機器分析分野は、

それぞれの専門的研究を深化、発展させつつ、相互の連携を構築して、学部・大学院教育

の支援および研究者の研究支援を行います。 

 鳥取大学は「知と実践の融合」を理念として、社会の中核となりうる教養豊かな人材の

育成、地球的・人類的・社会的課題解決への先端的研究、地域社会の産業と文化などへの

寄与を目標に掲げ、新たな一歩を進めようとしています。したがって、生命機能研究支援

センターに求められる課題を明らかとするため、本誌の冒頭に「活動理念と目標」を明記

しました。学内では、センターの研究レベルの向上と研究者への研究支援は同一線上にあ

り、センターを中心とする共同機器利用システムなくして今後の地方大学の効率的な研究

活動は推進できえないと思います。一方、学外との関係ではセンターが研究者を支援しつ

つ、有機的連携のもとに積極的に学外組織、団体との連携を構築することで社会への還元

を行うことが可能となります。いずれにしても学内、学外に必要とされる機能を維持しつ

つ、大学の教育、研究そして社会貢献に寄与できるかが重要課題となります。 

本報告書では、センターの平成１７年度の主体的研究活動、研究支援活動、教育支援活

動、社会的貢献活動の実績を中心にまとめました。専任教員７人、併任教員４名（センタ

ー長、教務員１名を含む）、事務職員１名、事務・技術補佐員９名、技術職員２名および臨

時用務員２名で報告書に列記されている業務を行うことができたことは、センターの教職

員の努力と大学全体の支援があったからこそ可能であったと思います。生命機能研究支援

センターの意義と役割により一層のご理解をいただき、法人化された大学の中でさらなる

発展を期すべくご支援、ご鞭撻をいただきたく思います。 

 

                               平成１8 年 10 月
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１．生命機能研究支援センターの活動理念・目標 

 

 生命機能研究支援センターは、規則第二条に規定する設置目的に基づき、生命科学、環

境科学およびナノテクノロジー開発などの学際的研究の推進に対応できる先進的教育・研

究およびその支援活動を展開できる共同教育研究支援施設として発展することを目指して

次のような活動理念、目標を掲げる。 

 

教育研究理念 

 生命機能研究支援センターを構成する遺伝子探索分野、動物資源開発分野、放射線応用

科学分野、機器分析分野は、それぞれの専門的教育を深化、発展させつつ相互の連携を構

築して鳥取大学の学生および研究者の教育と研究支援を行うことによって、教養豊かで倫

理性ある研究者の涵養に資するとともに、理論と実践の融合を図ることに寄与する。さら

に、学内のみならず社会に対して積極的に公開講座、共同研究を企画することにより鳥取

大学の使命に貢献する。 

 

1. 学部・大学院教育の推進により、生命科学に対する倫理性、動物愛護・福祉、科学研

究の安全性を理解、実践できる教養ある科学者の涵養に資する。 

2. 専任教官の先端的、専門的研究を発展、深化させつつ共同研究、研究支援活動を通し

て理論と実践の融合に資する。 

3. トランスレーショナルリサーチ、バイオリソース開発およびナノテクノロジー開発の

推進をめざして鳥取大学の社会的使命に貢献する。 

 

活動目標 

Ⅰ. 生命機能研究支援センターは、教育研究理念を実現するためにそれぞれの分野におい

て次のような目標に向かって活動を展開する。 

 

1. 遺伝子探索分野： 

(1) 医療に貢献できる生命科学研究、および先端的環境開発的研究の支援を展開する。 

(2) トランスレーショナルリサーチおよびバイオリソース開発体制を構築する。 

 

  2. 動物資源開発分野： 

(1) 良好な環境で実験動物の飼育管理を行い、動物の愛護・福祉を考慮した動物実験

の実施を支援する。 

(2) 遺伝子改変動物の開発とその適切な飼育管理体制を構築して研究の質の向上を

図る。 
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3. 放射線応用科学分野： 

(1) 放射線取り扱いおよび被曝管理を適切に行い、放射線業務従事者および事業所周

辺環境の安全管理体制の確立を図る。 

(2) ラジオアイソトープ、放射線利用による実験の支援を通してトランスレーショナ

ルリサーチ、再生医療に関する研究支援体制の確立を図る。 

 

4. 機器分析分野： 

(1) 分析機器の整備、管理と共同利用の推進を図り、ナノテクノロジーの研究支援を

行う。 

(2) 生物資材、ナノテクノロジーなどの資材開発研究の支援を行う。 

(3) 遺伝子機能解析、プロテオミックス研究支援を可能とする研究環境の整備を図る。 

 

II. 生命機能研究支援センターは地域社会の教育、文化の発展に寄与する。 

それぞれの分野の専門性を発揮して、社会的ニーズに対応した公開セミナー、講座

を通して地域社会に生命科学、環境科学の適切な理解を深めることにより、鳥取大学

の社会貢献の一翼を担うとともに地域文化、産業の振興と発展に寄与する。 

 

２．活動概要 

 

平成 17 年度は押村光雄センター長（医学部教授併任）の元で年度計画を立て、それぞれ

の分野が活動を行った。 

 

遺伝子探索分野 

 施設利用は、一日平均 31 人（土日を含む）であった。本年度は、遺伝子組換え実験につ

いて、カルタヘナ議定書の法律施行（平成 17 年２月）に伴い、東京大学医科学研究所北村

義浩先生、九州大学服巻保幸先生を招き、「遺伝子組換え生物等の規制による生物の多様性

の確保に関する法律」の重要性に関する講演会（平成 18 年１月）を開催するなど、法律遵

守のための活動を行った。また、鳥取大学主催で、第 21 回遺伝子実験施設連絡会議（平成

17 年 11 月４日、東京）開催した。昨年度導入された DNA チップ解析装置と WAVE 解析

装置はそれぞれ 33 検体、621 検体とサンプル数が増加した。シークエンス解析支援活動の

依頼サンプル数は 21,159 であった。リアルタイム PCR 解析支援はさらに増加している。

専任教官の共同研究成果として欧文原著論文 7 を発表した。また、専任教官分として研究

費は、科学研究費補助金（基盤研究 B、若手研究 B）、厚生労働科学研究費（こころの健康

科学）、厚生労働省 精神・神経疾患委託費など総額 930 万円を獲得した。前川真治助手の

アメリカ留学により、平成 17 年 12 月より中山祐二助手が就任した。 
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動物資源開発分野 

平成 18 年 3 月 31 日現在で、医学部の教職員および院生等の合計 413 名が施設利用者と

して登録している。入館用カードキーを持つ常時利用者は 379 名で、日夜施設を使って多

岐にわたるテーマで研究を続けている。延べ利用者数は年度を追って増加しており、平成

17 年度は延べ 16,645 人が利用した。これを 1 日平均（土,日,祝日を含む）で計算すると

45.6 人となる。また、実験動物として搬入される動物数および延べ飼育動物数についても

年々増加の傾向を示しており、とりわけ最近はマウス飼育数の伸びが著しい。これは、近

年活発化しているトランスジェニック動物あるいはノックアウト動物などの遺伝子改変

動物の利用が著しく増加しているためである。 

このような動物は、昨今、国内外の研究機関との間で活発に授受が行われており、導入

時の検疫や搬出に伴う微生物検査証明書・飼育形態調査レポート発行等、利用者の依頼に

施設としてその都度適切に対応している。また、３ヶ月に１回の微生物モニタリング検査

を実施し、病原体の侵入の有無を定期的にチェックするなど、年を追って増加しつつある

複雑かつ高度な技術的要請にも対応し、主として米子地区における動物実験支援施設とし

て役立っている。 

 さらに、研究者に対する適正な動物実験技術指導、コンサルテーション、情報提供等も

随時行っている。 

 

放射線応用科学分野 

鳥取大学放射線取扱事業所(4ヶ所)の内、米子地区の「医学部放射性同位元素総合実験室」、

「生命機能研究支援センター遺伝子探索分野ＲＩ実験室」の管理、および鳥取地区の「鳥

取地区放射性同位元素等共同利用施設」の実質的管理(専任助手１名鳥取地区常駐)を実施

し、また「医学部附属病院」にも適切な指導・助言・協力を行っている。今年度は、全学

の放射線安全管理をより強力に遂行するため、全学統一の「電離放射線健康診断個人票」

を作成し、全学放射線業務従事者（附属病院放射線業務従事者および農学部・工学部のエ

ックス線業務従事者を含む）の各種データを平成１８年度から一括して管理・運用するた

めのデータベースを構築した。 

また、全学のエックス線装置（含む電子顕微鏡）を総点検し、データベース化した。 

「労働安全衛生法」に基づく作業環境測定は、外注せず、放射線応用科学分野が鳥取大

学全事業所の放射性物質濃度を毎月測定・評価し、報告書を作成している。   

学部学生のＲＩ教育・実習の充実を計るため、全学共通科目「放射線科学」を平成１５

年度より開講中である。 

 

機器分析分野 
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昨年度に乾燥地研究センターより鳥取地区に移設した 400MHz 核磁気共鳴分光装置が順

調に稼動し，既存の 500MHz の装置と共にフル稼働している．しかしながら，ワークステー

ションの老朽化および記録要領が少ないことからたびたびフリーズしており，制御コンピ

ュータの更新が望まれる．VBL 設置機器である高速度カメラおよびデジタルマイクロスコ

ープの機器管理者より利用料徴収業務依頼があり，これらの装置の管理を受託した．研究

支援活動としては，分析技術講習会を本年度は「高周波プラズマ発光分光分析装置（ICP）」

および「プロテオーム研究に必須のフィルタリング技術」に関する講習会を開催し，多数

の教職員，院生，学生の参加があった．本年度から TV 会議システムを用いて米子地区への

講習会の中継を行ない，米子地区への便宜を図った．さらに中期計画にも挙げられている

本学の重点課題である未利用資源有効利用に関する研究を支援するため「未利用資源有効

利用研究会」を立ち上げ，この分野に興味をお持ちの教職員，学生間の情報交換の場を提

供した．地域貢献活動としては，昨年に引き続き「サイエンス・パートナーシップ・プロ

グラム事業（SPP）」を実施し，企画運営を主催した．  

 

３. スタッフ 
 

遺伝子探索分野 

教 授（専任）   難波 栄二（副センター長、分野長） 

助教授（専任）   檜垣 克美 

助 手（専任）   中山 祐二 

事務職員      中尾 憲二 

技術補佐員      足立 香織 

技術補佐員     澤田 久恵 

技術補佐員     三浦由真子 

技術補佐員     吉野とう子 

事務補佐員      澤村 みどり 

 

 

動物資源開発分野 

助教授（専任） 柴原 壽行（分野長） 

講 師（併任） 福留 初子（医学部） 

教務員（併任）    柏木 明子（医学部） 

技術補佐員      長谷川亜紀子 

事務補佐員         有福 淳子 

臨時用務員         梶原 浩経 

臨時用務員         須山 叔子 
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放射線応用科学分野 

助教授（専任） 木村 宏二（分野長） 

助 手（専任）      北  実 

助 手（併任）      鈴木 孝夫（医学部） 

技術補佐員       阪本 恵美子 

事務補佐員       片山 理恵 

 

機器分析分野 

助教授（専任）     森本 稔（分野長） 

技術職員（併任）   丹松 美由紀（工学部） 

技術職員（協力）   中村 麻利子（工学部） 

 

４．委員会 
 

生命機能研究支援センター運営委員会（平成 18 年 4月 1日現在） 

生命機能研究支援センター 

  センター長        押村 光雄 

  副センター長・遺伝子探索分野長  難波 栄二 

  放射線応用科学分野長       木村 宏二 

  動物資源開発分野長       柴原 壽行 

  機器分析分野長    森本  稔 

 

教育地域科学部 

   教 授    鶴崎 展巨（４号委員） 

医学部 

   教 授    佐藤 建三（４号委員） 

工学部 

   教 授    小西 久俊（４号委員） 

農学部 

   教 授    田中  浄（４号委員） 

医学部附属病院 

   教 授    大野 耕策（４号委員） 

乾燥地研究センター 

   教 授    篠田 雅人（４号委員） 
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５．施設利用状況 
 
遺伝子探索分野 

利用登録者数（  322 人） 

              内 訳 

生命機能研究支援センター 27

農学部 15

工学部 4

保健学科 13

生命科学科 52

基礎   62

臨床 121

大学院 66

その他 8

合計 322

 

利用状況 

月 遺伝子 基礎 臨床 生命 保健 その他 

利用者 

合計 

1 日利用人

数 

4 253 183 214 200 18 37 905 30

5 229 125 205 202 23 36 820 26

6 271 158 255 265 19 39 1007 34

7 260 144 282 220 22 42 970 31

8 234 146 283 195 27 36 921 30

9 240 156 232 228 16 38 910 30

10 237 170 198 218 24 43 890 29

11 225 231 262 199 29 36 982 33

12 221 173 249 264 31 34 972 31

1 237 170 262 219 23 88 999 32

2 221 174 286 247 11 42 937 33

3 320 146 222 276 19 51 1034 33

 

動物資源開発分野 

登録者数                                合計 420 人 

  内 訳                     
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       医学部 

大学院医学系研究科     64 人 

医学科            220 人 

生命科学科            56 人   386 人 

保健学科            16 人 

附属脳疾患研究施設      30 人 

 

生命機能研究支援センター                  

動物資源開発分野         17 人 

遺伝子探索分野        15 人   34 人 

放射線応用科学分野        2 人 

           

  利用状況 

（延べ人数）

月 

医学部  

基礎 

教室 

医学部  

臨床 

教室 

医学部

生命科

学科 

医学部 

保健 

学科 

大学院

医学系

研究科

遺伝子

実験 

施設 

鳥取

地区

学 外

見学者

学 内

見学者

講習会 

参加者 

動物 

実験 

施設 

利用者 

合 計 

１日平

均利用

人数 

4 152 439 197 109 200 19 0 5 0 32 452 1,605 54 

5 109 345 189 85 191 23 0 1 40 15 314 1,312 42

6 152 344 186 77 239 26 0 0 0 1 354 1,379 46

7 189 278 212 83 233 18 0 3 0 3 343 1,362 44

8 183 303 192 68 252 11 4 62 0 0 342 1,417 46

9 299 359 222 66 211 67 0 0 0 4 327 1,555 52

10 210 281 233 54 198 97 0 1 0 3 328 1,405 45

11 199 227 229 63 210 44 0 1 0 4 294 1,271 42

12 146 240 206 39 171 83 0 1 0 5 330 1,221 39

1 112 225 173 39 166 82 0 0 3 4 381 1,185 38

2 270 235 180 46 178 98 0 2 0 11 319 1,339 48

3 250 236 132 65 472 77 0 1 0 5 356 1,594 51

計 2,271 3,512 2,351 794 2,721 645 4 77 43 87 4,140 16,645 547

               

17 年度延べ利用者数：16,645 名 
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放射線応用科学分野 

1. 利用登録者数 

医学部放射性同位元素総合実験室（330 人）  

 

         

生命機能研究支援センター 13 

保健学科 3 

生命科学科 20 

医学科（基礎） 18 

医学科（臨床） 73 

大学院医学系医学系研究科 15 

医学部 大学院生  122 
医学部 学部生   59 

その他 7 

        計 330 

遺伝子探索分野ＲＩ実験室（23 人） 

 

      

生命機能研究支援センター 13 

生命科学科 1 

医学科（臨床） 1 

医学部 大学院生  8 

        計 23 

鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設（192 人） 

生命機能研究支援センター 1 

地域学部 1 

工学部 9 

農学部 30 

連合農学研究科 1 

乾燥地研究センター 2 

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ １ 

地域学部 大学院生 1 

医学部 大学院生 8 

工学部 大学院生 25 

農学部 大学院生 28 
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連合農学研究科 大学院生 5 

工学部 学部生 7 
農学部 学部生 70 
その他 3 
        計 192 

 

2. 利用状況 

月 

医学部 
放射性同位元素 
総合実験室 

（延利用者数） 

遺伝子探索分野 

ＲＩ実験室 
 

（延利用者数） 

鳥取地区 
放射性同位元素等 
共同利用施設 

（延利用者数） 

4 668 5 297 

5 469 4 289 

6 555 10 341 

7 591 10 375 

8 562 2 342 

9 576 10 346 

10 535 10 531 

11 548 6 537 

12 665 9 701 

1 357 7 768 

2 424 5 409 

3 526 8 248 

計 6,476 86 5184 

 
3. 学生実習 
 

科目 対象 人数 学生１人あた
りの実習回数

「分子生物学実習」 医学部 
生命科学科３年生 35 3 

「基礎医学実習」 医学部 
医学科３年生 79 1 

「生体情報学実習」 医学部 
生命科学科３年生 35 4 

「放射性同位元素検査技術学実習」
医学部 
保健学科４年生 40 3 
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６．機器利用状況 
 

遺伝子探索分野 

利用回数（回） 

サーマルサイクラー     955 

（iCycler ４台、Takara ２台、ABI9700 ２台） 

ゲル撮影装置（デンシトグラフ）    1023 

分光光度計（NanoDrop）     1486 

高速遠心機       123 

プラスミド自動分離装置        3 

BIO-SHAKER（2 台）      306 

CytoFluor       162 

AKTA         22 

ALFred シークエンサー      146 

ABI 9700         76 

セルソーター       165 

DNA・RNA 自動抽出機（Mag Extractor）     68 

超遠心機        18 

BIACORE         9 

LAS-1000 plus       129 

FLA-8000        76 

WAVE        621（サンプル） 

共焦点レーザー顕微鏡      168 

 

リアルタイムＰＣＲ利用状況 

米子地区 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

利用回数 31 35 47 46 42 43 44 57 28 45 51 41 510 

サンプル数 1663 1354 1815 1499 1878 1695 1386 1710 915 1355 1546 1318 18134

医学部医学科（薬物治療学、機能病態内科学、分子制御内科学、視覚病態学、分子薬理学、

分子病理学、精神行動医学、環境予防医学、統合分子医科学、ウイルス学、統合生理）、大

学院機能再生医科学（再生医療学、遺伝子医療学）、生命科学科（生体情報学）、保健学科

（生体制御学） 

生命機能研究支援センター（遺伝子探索分野） 
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動物資源開発分野 

                 

動物用Ｘ線照射装置 MBR1505R2（日立メディコ，３Ｆ・Ｘ線照射室）  48 回 

 

放射線応用科学分野 

医学部放射性同位元素総合実験室 
利用機器名 サンプル数 

液体シンチレーションカウンタ（アロカ） 2606 

液体シンチレーションカウンタ（ベックマン） 552 

液体シンチレーションカウンタ（ファルマシア）   2870 

γ‐カウンタ（ファルマシア）   2321 

 

遺伝子探索分野ＲＩ実験室 

利用機器名 サンプル数 

液体シンチレーションカウンタ 240 

 

鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設 

利用機器名 サンプル数 

液体シンチレーションカウンタ（Wallac 1409） 1672 

液体シンチレーションカウンタ（Wallac 1414） 4565 

液体シンチレーションカウンタ（TriCurb-2900TR） 934 

γ‐カウンタ(WIZARD 3”) 8174 

FLA‐5000   406 

LAS-1000 plus 24 

 

機器分析分野 

核磁気共鳴分光装置（NMR）  

 500MHz  400MHz * 

利用部局 利用時間（h） 利用時間（h）

工学部 1804 1662.25

農学部 856 62

地域科学部 167.75 0

管理 215 23.5

合計 3042.75 1747.75

（*H17 年 1月に乾燥地研究センターより移設） 
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単結晶自動 X線構造解析装置 

利用部局 利用時間（h） 

工学部 2058.2 

農学部 0 

地域科学部 0 

管理 0.5 

合計 2058.7 

 

（VBL 設置機器） 

 ICP  MALDI TOF-MS

利用部局 利用時間（h） 利用時間（h）

工学部 123.45 46.1

農学部 88.27 12.87

地域学部 16.17 7

管理 43.1 11.25

合計 270.99 77.22

ICP：高周波プラズマ発光分光分析装置 

MALDI TOF-MS：マトリックス支援 飛行時間型質量分析装置 
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７．研究支援活動 

 

遺伝子探索分野 

シークエンス解析支援活動 

 

解析サンプル数 

月 サンプル数 

4 880 

5 1253 

6 1098 

7 1908 

8 2096 

9 1746 

10 1738 

11 2067 

12 2135 

1 1694 

2 2872 

3 1652 

合計 21159 

（湖山地区の ABI PRISM 3100-Avant 

を含む） 

利用教室 

米子地区（25 教室）-15,901 サンプル 

医学部医学科（薬物治療学、形態解析学、

器官病理学、法医学、周産期小児医学、耳

鼻咽喉頭頚部外科学、機能病態内科学、分

子制御内科学、視覚病態学、精神行動学、

臨床検査医学）医学部附属病院（薬剤部）、

生命科学科（細胞工学、ゲノム医工学、病

態生化学、生体情報学）、保健学科（生体制

御学、病態検査学）、脳幹性疾患研究施設（脳

神経内科、脳神経小児科）、大学院機能再生

医科学（再生医療学、遺伝子医療学、遺伝

子機能工学、生体高次機能学）、生命機能研

究支援センター（遺伝子探索分野） 

 

鳥取地区（15 教室）-5,258 サンプル 

農学部（生物生産学、応用生命科学、生産

環境化学、微生物工学、実験動物機能学、

機能生化学、昆虫機能学、植物機能学、園

芸学、環境微生物学、獣医公衆衛生学）、工

学部（生物機能基礎学、蛋白質工学、生物

機能開発工学、生体触媒工学）



2. DNA チップ解析支援 

33 検体 

（遺伝子医療学、視覚病態学、分子制御内科、脳神経内科、再生医療学、遺伝子機能工学、産婦人

科、薬物治療学） 

 

動物資源開発分野 

 

1 日当りの平均動物飼育管理匹数：（4,886.0 匹） 

 内 訳 

マウス ラット ハムスター モルモット ウサギ ネ コ イ ヌ カエル 

4,481.1 298.8 21.7 23.4 26.8 25.5 7.4 1.3 

 

平成 17 年度 講座別 動物延べ飼育管理匹数 

 

講座名 マウス 免疫不全

マウス 

ラット 免疫不全

ラット

ハムス

ター

モルモ

ット

ウサギ カエル イヌ ネコ

ゲノム形態学 152,493     

形態解析学   610    

統合生理学   5,910    

適応生理学   976   

分子薬理学   7,205 109    

薬物治療学 1,730  812 1,481    

ウイルス学   465   

器官病理学 1,908  1,984   

分子病理学   1,248   

分子医動物学 11,526  6.713    

病態情報内科学    190,882 91 757 162   

機能病態内科学   3,894    

精神行動医学   11,552    

周産期小児学   1,648 4    

皮膚病態学   82    

医療放射線学     955 

臨床検査医学 96,634 13,885    

態制御外科学 421 1,412    

器官再生外科学   1,278 751   

運動器医学   15,952 2,450    

生殖機能医学  3,759    
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腎泌尿器学  7,820 22,125 5,281 1,210 549 1,209   

視覚病態学 204,266     

耳鼻咽喉・頭頚部外科学   4,295 3,288    

麻酔・集中治療学   4,794 1,714   

形成外科     1377 

分子生物学   595    

細胞工学 19,376     

免 疫 学 471,868 104    

生体情報学  1,170 24    

ゲノム医工学 175 1,005    

脳神経内科 65,889  905    

脳神経病理 9,109    365 

脳神経外科  53 1,577    

脳神経小児科 73,627     

動物実験施設 3,337 2,675 12,738 594 183   

遺伝子実験施設 95,176     

生体制御学 18,144     

遺伝子機能工学 46,149 1666    

生体高次機能学 18,836  5,891  457  9,303

遺伝子医療学 83,310 36,080 1,065 1098   

再生医療学 1,032  109    

合   計 1565888 69720 103736 5281 7923 8557 9790 457 2697 9303

 

・動物実験計画書審査件数：116 件 

（小動物 104 件，中動物 12 件） 

・動物飼育実験申込書受付件数：529 件 

（マウス 247 件 ラット 181 件 ハムスター 7 件 モルモット 18 件 ウサギ 47 件） 

・動物搬入時検疫件数：2件（マウス蟯虫検出,パスツレラ検出） 

・微生物モニタリング件数（匹数）：4回（115 匹） 

                （定期：マウス 91 匹, ラット 24 匹） 

・微生物検査証明書発行件数：4件（国内向けのみ 4件－マウス－） 

・病原微生物クリーニング：1件（蟯虫１件） 

・実験動物分与・授受取り次ぎ件数：5件 

（マウス 5件 24 匹） 

・動物実験施設見学案内者数：13 人（うち外国人 9名） 

・動物資源開発分野ホームページでの情報提供、お知らせ等：随時 

・「機器類持込み願」受付件数：19 件（更新手続分を含む） 
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動物実験に係る指導 

・実験動物（マウス）の解剖 

・実験動物（イヌ）の麻酔法と術後回復法 

・実験動物（マウス）の性周期判定法 

・実験動物（マウス）の採血法 

・感染実験における実験動物（ウサギ）の特殊飼育法 

・感染症防御・安全対策（トリコモナス感染等） 

・動物実験機器類使用法（代謝ケージ, 炭酸ガス機器等）他 

  ・特殊系統動物入手方法 

 

衛生管理 

  ・一般飼育室・実験室の消毒・滅菌作業（全 116 室／週） 

・館内全体実験衣の消毒・洗浄（130 着／週） 

・飼育用ケージ類洗浄・滅菌・床敷充填（小動物用 1,731 ケージ／週） 

・給水瓶洗浄・滅菌・飲水充填（小動物用 717 本／週） 

・中動物飼育機器類洗浄・滅菌（234 ケージ／週，水洗盤 78 台／週） 

・大動物飼育機器類洗浄・滅菌（120 ケージ／週） 

・特殊飼育機器類洗浄・滅菌（13 個／週） 

  ・感染実験区：大型オートクレーブ滅菌（4回／週） 

         感染実験衣の滅菌・洗浄（20 着／月） 

・BS 実験区：特殊実験衣の洗浄（26 着／週） 

・館内用サンダル消毒・洗浄（576 足／月） 

 

放射線応用科学分野 

1. 教育訓練 

医学部放射性同位元素総合実験室 

種別 新規登録者 継続登録者 

日程 

平成 17 年 3 月 22 日（火）
4 月  4 日（月）
4 月 18 日（月）
4 月 22 日（金）
7 月 11 日（月）
7 月 19 日（火）
9 月  6 日（火）
9 月 28 日（水）

10 月 21 日（金）

平成 17 年  3 月 15 日（火） 
4 月  4 日（月） 
4 月 13 日（水） 
4 月 18 日（月） 
4 月 22 日（金） 
4 月 26 日（火） 
5 月 27 日（金） 

 

 

遺伝子探索分野ＲＩ実験室 

種別 新規登録者 継続登録者 

日程 
平成 17 年 4 月 22 日（金）

7 月 20 日（水）
平成 18 年 1 月 10 日（火）

平成 17 年  3 月 15 日（火） 
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鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設 

種別 新規登録者 継続登録者 

日程 

平成 17 年 4 月 28 日（木）
5 月 10 日（火）
6 月  8 日（水）
6 月 13 日（月）
9 月 28 日（水）

10 月  7 日（金）

平成 17 年  4 月 28 日（木） 
5 月 10 日（火） 
5 月 16 日（木） 

 

2. 個人線量管理 

放射線業務従事者の個人線量は、「ルクセルバッジ（Optically Stimulated Luminescence 法）Ｐタイプ」

により測定した。P タイプによる測定線源は、エックス線、ガンマ線、ベータ線である。 

被ばく線量測定結果及び被ばく線量算定結果は、法令に基づき業務従事者個人に写しを交付すると

共に、記録・保管を行っている。 

①外部被ばく線量 

ルクセルバッジにより 1cm 線量当量及び 70µm 線量当量を測定した。 

②内部被ばく線量 

空気中放射性物質濃度の測定値をもとに算出した。 

③被ばく線量算定記録（実効線量、等価線量（水晶体、皮膚、女子の腹部）） 

外部被ばく線量測定値、内部被ばく線量算定値により算出した。 

 

3. 健康診断 

4 月 問診の実施（新規及び継続） 

「分子生物学実習」生命科学科 3 年生 健康診断実施 

５月「基礎医学実習」医学科 3 年生 健康診断実施 

10 月 問診の実施（新規及び継続） 

「生体情報学実習」生命科学科 3 年生 健康診断実施 

11 月「放射性同位元素検査技術学実習」保健学科検査技術学専攻 4 年生 健康診断実施 

４～12 月 電離放射線健康診断の実施（新規及び対象者） 

 

4. 証明書の発行 

内容：放射線業務従事者証明書（被ばく線量証明書、教育訓練受講記録など） 

 米子地区  ８件 

 鳥取地区 ３８件 

 

5. 放射線計測機器校正（GM・ NaI・半導体、各種サーベイメータ） 

 鳥取地区 １４件 

 
6. 放射性同位元素管理 

 20



医学部放射性同位元素総合実験室 平成 18 年 3 月 31 日現在 

核種 前年度の繰越量 
（MBq） 

受入数量 
（MBq） 

払出数量 
（MBq）：補正済

保管数量 
（MBq）：補正済

125I 0.000 0.240 0.240 0.000 
14C 402.276 0.000 1.000*1 401.276*1 
32P 0.000 974.750 974.750 0.000 
35S 12.865 1091.500 1006.282 98.083 
3H 3251.127 9.620 187.344 3073.403 

51Cr 12.650 592.000 603.428 1.222 
59Fe 0.000 27.750 27.750 0.000 

 *1) 14C は減衰補正なし 

 

鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設 平成 18 年 3 月 31 日現在 

核種 前年度の繰越量 
（MBq）：補正済 

受入数量 
（MBq） 

払出数量 
（MBq）：補正済

保管数量 
（MBq）：補正済

22Na 29.2010 37.0000 36.9460 29.2520 
45Ca 0.0420 0.0000 0.0330 0.0090 
125I 0.0000 1.7508 1.5988 0.1520 
32P 0.1490 610.5000 610.6490 0 
3H 50.336 0.0000 31.6400 18.6960 
14C 55.209 1.8500 2.7500 54.3090 

 
7. 放射線の量及び放射性同位元素による汚染の状況の測定 

 
医学部 

放射性同位元素 
総合実験室 

遺伝子探索分野 
ＲＩ実験室 

鳥取地区 
放射性同位元素等 
共同利用施設 

区分 
非密封放射性同位元素
使用施設 

非密封放射性同位元素
使用施設 

非密封放射性同位元素
使用施設 

空間線量率測定 104 箇所×12 回 13 箇所×12 回 52 箇所×12 回 

表面汚染検査  94 箇所×12 回 19 箇所×12 回 52 箇所×12 回 

 
8. 空気中の放射性物質濃度測定：作業環境測定 

 医学部 
放射性同位元素 
総合実験室 

遺伝子探索分野 
ＲＩ実験室 

医学部附属病院 
鳥取地区 

放射性同位元素等 
共同利用施設 

区分 非密封放射性同位元素
使用施設 

非密封放射性同位元素
使用施設 

密封・非密封放射性同
位元素使用施設 

非密封放射性同位元素
使用施設 

回数 12 回 12 回 12 回 12 回 

捕集方法 ろ過捕集方法 
液体捕集方法 

ろ過捕集方法 
液体捕集方法 

ろ過捕集方法 
固体捕集方法 

ろ過捕集方法 
液体捕集方法 
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固体捕集方法 
冷却凝縮捕集方法 

固体捕集方法 
冷却凝縮捕集方法 

固体捕集方法 
冷却凝縮捕集方法 

測定方法 

全β放射能計測方法 
β線ｽﾍﾟｸﾄﾙ分析方法 
全γ放射能計測方法 
γ線ｽﾍﾟｸﾄﾙ分析方法 

全β放射能計測方法 
β線ｽﾍﾟｸﾄﾙ分析方法 

全γ放射能計測方法 
γ線ｽﾍﾟｸﾄﾙ分析方法 

全β放射能計測方法 
β線ｽﾍﾟｸﾄﾙ分析方法 
全γ放射能計測方法 
γ線ｽﾍﾟｸﾄﾙ分析方法 

測定箇所 14 箇所 4 箇所 11 箇所 14 箇所 

 

9. 申請書・報告書等の記録 

① 「放射線管理状況報告書」 

放射線障害防止法に基づいて、各放射線取扱事業所の平成 1６年度の管理状況報告書を文部科学

省に提出した。 

 

② 「放射線障害予防規程」 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律の一部を改正する法律が平成１７年６

月１日から施行され、これに伴い改正・制定された関係法令に対応するため、各放射線取扱事

業所の放射線障害予防規程を改定し、文部科学省に届出た。 

 

③ 「承認使用に係る変更承認申請書」 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律の一部を改正する法律が平成１７年６

月１日から施行され、これに伴い改正・制定された関係法令と、鳥取大学における各放射線取

扱事業所の利用実態と照らし合わせ、合理的な運営形態を維持するために必要な「承認使用に

係る変更承認申請書」を、医学部について作成し文部科学大臣に申請し、平成 18 年 3 月 29 日

付けで承認を得た。 

 

④ 「放射線管理状況報告に際しての放射性同位元素等に関する点検及び報告依頼について」（文部科

学省 科学技術・学術政策局 原子力安全課放射線規制室長）（16 科原案第 177 号 

  平成 17 年 2 月 24 日） 

上記通知に基づき学内全ての居室、研究室などの点検作業を全学的に指導・対応・実施した。

放射性同位元素等の管理状況についての「点検結果報告書」を作成し、文部科学省に報告した。 

 

機器分析分野 

有機元素分析サービス 

依頼部局 分析件数 

工学部 531 

農学部 56 

地域科学部 24 

管理 18 

合計 629 
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８．技術講習会とセミナー 

 

生命機能研究支援センター 

 

講演会 

 

技術講習会 

生命機能研究支援講習会（米子地区） 

主催：生命機能研究支援センター 

日時：平成 17 年 8月 25 日 ～9月 15 日 

場所：生命機能研究支援センター 米子地区 

内容：講義（組換えＤＮＡ実験指針、放射線障害予防法、動物実験関連法規）、 

基礎技術コース（参加者 18 名）、動物基礎技術コース（参加者 6名） 

 

 

遺伝子探索分野 

講演会 

「Biochemical diagnosis of metabolic disorder in Korea」 

Prof. Sook Za Kim, M.D., Ph.D. (Korea Genetic Research Center/Cheong Ju Children’s hospital) 

「Sphingolipid activator protein deficiencies: clinical aspects, current views on pathogenetic mechanisms and 

approach to therapy」 

Prof. Marie T. Vanier (INSERM, Lyon-Sud University Hospital, France) 

日時：平成 17 年 12 月５日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 16 名 

 

「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」（カルタヘナ法）の講

演会 

日時：平成 18 年１月 12 日 

場所：医学部第一臨床講義室（米子地区）、事務局第一会議室（鳥取地区） 

内容：「カルタヘナ法と組換え DNA 実験」 

（東京大学医科学研究所 先端医療研究センター 感染症分野 北村義浩 助教授） 

「カルタヘナ法：九州大学での対応」 

（九州大学生体防御医学研究所遺伝情報実験センター ゲノム機能学分野 服巻保幸 教授） 

参加者 128 名 

 

技術講習会 

鳥取地区遺伝子講習会 

日時：平成 17 年５月 12 日 
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場所：連合農学研究科遺伝子実験機器室 

内容：定量 PCR 法-ライトサイクラー  

 

生命機能研究支援技術講習会 基礎編 

日時：平成 17 年８月 26, 27 日（DNA コース）、９月 9, 10 日（RNA コース） 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野実験室 

内容：DNA・RNA の分離定量、PCR 法、シークエンス解析、リアルタイム PCR 法 

DNA コース（参加者 12 名）、RNA コース（参加者 12 名） 

 

生命機能研究支援技術講習会 応用編 セルソーター講習会 

日時：平成 18 年２月８, ９日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野セミナー室、実験室 

参加者 10 名 

 

生命機能研究支援技術講習会 応用編 顕微鏡講習会 

ライカ・マイクロシステムズ株式会社 白尾太一 

日時：平成 18 年２月 28 日、３月１日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野セミナー室、実験室 

共焦点顕微鏡トレーニング：「共焦点の最新アプリケーション」、「共焦点顕微鏡で良い画像を得るには」、 

顕微鏡トレーニング：「CCD イメージングシステムによる画像の取得方法」「顕微鏡の調整方法」 

参加者 18 名 

 

技術セミナー、デモンストレーション 

AMAXA Nucleofector、FUJI QuickGene-800 デモンストレーション 

日時：平成 17 年４月４日-５月 27 日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野実験室 

参加者 10 名 

 

無細胞系タンパク質合成システム RTS セミナー 

ロッシュ・ダイアグノスティック株式会社 AS 事業部 

平成 17 年６月 17 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 14 名 

 

組織化学染色に関して 

演者：ベンタナ・ジャパン株式会社リサーチ営業部 鈴木正行 

   Dr. Hiro Nitta, Ph.D.,（Dr. Grogan Lab. R&D Discovery, Ventana Medical Systems） 

平成 17 年７月 23 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 
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参加者 18 名 

 

モジュラス蛍光/発色/吸光度リーダー（コスモバイオ）デモンストレーション 

日時：平成 17 年９月 15 日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野実験室 

参加者 13 名 

 

Gene Chip 最新テクノロジー 

アフィメトリクス・ジャパン 

平成 17 年９月 28 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 23 名 

 

Protein Chip システムによるクリニカルプロテオミクス 

演者：サイファージェン・バイオシステムズ マーケティング部長 斉藤賢治 

平成 17 年 10 月 25 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 18 名 

 

MACS 磁気細胞分離システムを用いた細胞分離法 

演者：ミルテニーバイオテク株式会社 学術マーケティング 前田真木子 

平成 17 年 11 月９日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 26 名 

 

IPA（インジェヌイティ パスウェイ解析）によるネットワーク解析 

演者：トミー・デジタルバイオロジー株式会社 津田千尋 

平成 17 年 11 月 25 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 18 名 

 

Biacore 説明会 

平成 18 年１月 13 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室、実験室 

参加者８名 

 

ベンタナ組織化学自動染色機デモンストレーション 

日時：平成 18 年１月 19 日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野実験室 
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参加者 17 名 

 

リアルタイム PCR 講習会 

ロッシュ・ダイアグノスティック株式会社 

日時：平成 18 年２月 16 日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野セミナー室、実験室 

参加者 44 名 

 

次世代マイクロアレイ技術セミナー 

イルミナ株式会社 

平成 18 年３月 23 日 

場所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野セミナー室 

参加者 18 名 

 

動物資源開発分野 

 

実験動物技術講習会 

  平成 17 年度 生命機能研究支援技術講習会（動物資源開発分野担当分） 

動物基礎技術コースⅠ：実験動物取扱い一般的手技・雌雄判別法・個体識別法・ 

保定法・麻酔法・試料薬物投与法・採血法 

日時：平成 17 年 8 月 25 日(木) 

平成 17 年 9 月 15 日(木) 

         場所：動物資源開発分野学生実習室 

参加者：８名（8月 25 日），７名（9月 15 日） 

 

動物基礎技術コースⅡ：安楽死法・解剖法 

       日時：平成 16 年 8 月 26 日(金) 

平成 17 年 9 月 2日(金) 

参加者：８名（8月 26 日），８名（9月 2日） 

 

動物実験施設利用者講習会 

・正規一般講習および現場説明：12 回（うち 4回は外国人向け英語講習） 

参加者人数：70 名 

・仮講習現場説明および各種手続の説明：9回 

          参加者人数：9名 

・バリアシステム（ＢＳ実験区）利用講習：8回 
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・感染実験区利用講習：3回 

 

 平成 17 年度国立大学法人動物実験施設協議会．実験動物関係教職員高度技術研修 

・実験動物の疾病管理─マウス・ラットの導入時における感染症統御─ 

      講師：柴原壽行 

参加受講生：20 名（限定） 

      於熊本大学生命資源研究・支援センター 

      日時：17 年 10 月 18～21 日 

 

放射線応用科学分野 

技術講習会 

 ①『平成１７年度生命機能研究支援技術講習会』 

日時：平成１７年８月２５日 、２６日、２７日、９月９日、１０日 

場所：生命機能研究支援センター 

    ②『アイソトープ測定機器技術講習会』 

日時：平成１７年１２月６日 

場所：鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設 

参加者 9名 

 

機器分析分野 

分析技術講習会 

第 1回 ICP の基礎と応用 

講師：松野京子（リガク） 

日時：平成 17 年 6 月 3日（金） 9：30～12：00（午前の部），13：00～15：30（午後の部） 

場所：VBL4 階セミナー室（鳥取地区），遺伝子探索分野（米子地区，TV 会議） 

参加者：47 名（うち米子地区 3名） 

 

第 2 回 プロテオーム解析におけるタンパク質同定技術とサンプル調製法 

講師：藤田泰樹(日本ミリポア) 

日時：平成 17 年 9 月 7日（水） 10：00～12：30 

場所：VBL4 階セミナー室（鳥取地区），遺伝子探索分野（米子地区，TV 会議） 

参加者：27 名（うち米子地区 9名） 

 

未利用資源有効利用研究会 

第 1回 研究会 

話題提供：簗瀬英司（工学部教授），森 敦（VBL 研究員） 

日時：平成 17 年 9 月 27 日（火） 16：00～18:00 

場所：VBL4 階セミナー室参加者：37 名（うち米子地区より 2名） 
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９．社会貢献（一般への知識技術の普及） 
 

遺伝子探索分野 

まなびピア 2005 in 鳥取大学米子キャンパス 

聞いて、見て、考えませんか バイオ・遺伝子研究を 2005 

日時：平成 17 年 10 月 9, 10 日 

場所：生命機能研究支援センター 遺伝子探索分野セミナー室、実験室 

体験ブース：DNA の観察、DNA 解析技術の体験、放射線飛跡の観察、自然放射線の測定、マウス細

胞の観察、動物や実験風景のパネル展示 

講演会：遺伝子と医療の話、動物の病気の話、身近な放射線の話 

参加者 35 名 

 

平成 17 年度 高等学校生徒への遺伝子に関する講習会（米子東高等学校 生命科学コース 2 年生の探

求的な学習） 

日時：平成 17 年 8 月９日～11 日 

場所：鳥取大学医学部生命科学科、鳥取大学生命機能研究支援センター遺伝子探索分野 

内容：講義（遺伝子の知識と技術、遺伝子実験の安全性）、実習（ゲノム PCR の抽出、PCR 法、塩基

配列の決定、組換え DNA 実験、遺伝情報の収集と解析）、特別講義（遺伝子治療） 

参加：40 名 

 

八頭高等学校 体験学習 

場所：生命機能研究支援センター・遺伝子探索分野 

日時：平成 17 年 月 日 

内容：講義（遺伝子の基礎と応用）、実習（染色体の観察と DNA の観察） 

参加：12 名 
 

動物資源開発分野 

第 17 回全国生涯学習フェスティバル まなびピア鳥取 2005 

まなびピア in 鳥取大学米子キャンパス 

  展示演題：「最先端の医学・生命科学研究を支えるネズミたち」 

  日 時：平成 17 年 10 月 15 日(土)  

  場 所：生命機能研究支援センター遺伝子探索分野会議室 

      参加者：約 40 名 

 

放射線応用科学分野 

1. 公開講座 
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第 17 回全国生涯学習フェスティバル まなびピア鳥取 2005 
①「私たちの生活における放射線の利用～放射線を用いた先端バイオ研究～」 

  まなびピア in 鳥取大学鳥取キャンパス 

主催：鳥取大学鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設 

共催：鳥取大学生命機能研究支援センター 

日時：平成 17 年 10 月 10 日 

場所：鳥取大学ベンチャービジネスラボラトリー（VBL） 

      鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設 

内容：講演 「放射線・放射能ってなに？」、「医療現場での放射線」、 

「食品中の放射能」、「ニュースで見る放射線・放射能」 

実演 「眼や耳で観察する放射線」 

見学 「鳥取地区放射性同位元素等共同利用施設見学」 

参加者：25 名 
②「聞いて、見て、考えてみませんかバイオ・遺伝子研究～くらしの中の放  

射能・放射線～」 

まなびピア in 鳥取大学米子キャンパス 

        日時：平成１７年１０月１５日 

    場所：生命機能研究支援センター 

    内容：講演 「放射線・放射能」、「自然放射線」、「食品中の放射能」 

       実演「放射線飛跡の観察」、「食品中に含まれる放射性物質の放射能測定(主に放射

性カリウム)」 

    参加者：35 名 

 
 2. 地域貢献 

    鳥取県湯梨浜町方面地区における日本原子力研究開発機構の「ウラン残土問題」に対する県民、

関係者などの疑問・質問などに対して適切な対応をし、放射線関連事項を啓蒙した。  
 

機器分析分野 

平成 17 年度文部科学省 サイエンス・パートナーシップ・プログラム事業 教育連携講座 

「鳥取で生まれ育ち実を結ぶ－科学の最前線－」 

主催：鳥取大学，共催：鳥取市立湖東中学校 

日時：平成 17 年 6 月 1 日，3 日，8 日，14 日，17 日，22 日，6 日，7 月 24 日（講義） 

6 月 29 日，7 月 20 日（大学視察と実験） 

8 月 8～10 日（発展実験） 

9 月 21 日（成果発表会） 

場所：湖東中学校，鳥取大学 
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参加者：94 名（発展実験 14 名） 

 

１０．専任教官の教育・研究活動 
 

遺伝子探索分野 

教育活動 

医学部医学科（2 年生）、生命科学科（2 年生）、保健学科（3 年生）の学生に対する人類遺伝学の

講義． 

全学教養教育 脳の世紀に対する講義 

生命科学科 2年生に対する医学概論Ｉ・ＩＩの講義 

医学部医学科（3年生）の基礎配属学生受け入れ 

医学部大学院生講義（博士前期課程 機能再生医科学専攻）ゲノム情報医科学特論 

 

専任教授は医学部人類遺伝学の講義を担当した。専任助教授は医学部基礎生物学の講義を担当

した。また、専任教授、助教授、助手は医学部生命科学科の生命科学科博士前期課程５人の指導

を行った。フィリピンからの留学生（医学研究科博士課程）１人、中国、インドネシアからの研

究生２人の指導も行っている。 
 

医学部附属病院遺伝相談 
   専任教授は医学部附属病院、脳神経小児科において遺伝相談外来を担当している。平成17度は、

高齢妊娠、染色体異常症、先天性筋疾患、先天性代謝異常症など約 20 例を担当した。 

 

研究活動 
自閉症の遺伝学的解析。神経遺伝性疾患を単一遺伝子病の遺伝子解析と遺伝子診断、ノックアウ

トマウスを用いた遺伝病の新しい治療法の開発、神経疾患の遺伝的要因の解明、ゲノムインプリン

ティング機構の解明などをテーマに研究を進めた。また、学内外の研究者とも広く共同研究を進め

ている。 

 

動物資源開発分野 

教育活動 

・医学部医学科（２年生）に対する「実験動物学」の講義：14 時間。 

・生命科学科（２年生）に対する「実験動物学」の講義：14 時間。 

・保健学科（３年生）に対する「実験動物学」の講義：14 時間。 

・生命科学科（２年生）に対する「解剖学」の講義：22 時間。 

・生命科学科２年生に対する「医学概論 I」の講義：2時間。 

・生命科学科２年生に対する「医学概論 II」の講義：2時間。 

・保健学科（３年生）に対する「環境と病気」の講義：4時間。 
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・医学部医学科（３年生）の基礎配属学生受け入れ（2名）：3週間。 

・動物実験施設利用登録者への講習：年間 15 回（3時間／回）。 

 

研究活動 

1. 実験動物授受の際の微生物検査項目の国際間ハーモナイゼーションを図る目的で、実験動     

物に寄生する蟯虫類並びに原虫類の病原性の再評価と感染検出システムの再検討を行っている。 

2. 極めて多様性に富むことで知られる肝蛭分類群間における種分化の解明と日本産肝蛭の種の確

定について、国内複数大学と共同研究を行っている。 

3. 実験動物（主に齧歯類）におけるさまざまな臓器の諸構造を光学顕微鏡、透過型電子顕微鏡、 走

査型電子顕微鏡により顕微解剖学的に解析している。 

4. 新規中枢神経系特異的ミエリンタンパク質の同定と解析を行っている。 

 

その他の活動 

  学内外における委員会活動 

   生命機能研究支援センター運営委員会委員 

   医学部動物実験委員会委員（医学部） 

   国動協バイオセーフティ委員会委員（国立大学法人動物実験施設協議会） 

   国動協中型動物委員会委員（国立大学法人動物実験施設協議会） 

   全国動物実験施設連絡会議委員（幹事） 

 

 

放射線応用科学分野 

1. 教育活動 

・ 全学共通科目「放射線科学」の講義。 

・ 医学部医学科２年生に対する「細胞生化学」の講義。 

・ 医学部生命科学科２年生に対する「細胞生物学２」の講義。 

・ 医学部保健学科４年生に対する「放射性同位元素検査技術学」の講義、「放射性同位元素

検査技術学実習」の指導。 

・ 医学部医学科３年生に対する「基礎医学実習」の担当。 

・ 医学部医学科（３年生）の基礎配属学生受け入れ。 

・ 医学部大学院セミナーを担当。 

・ 医学部大学院生の研究指導。 

 

2. 研究活動 

① コレステロールから胆汁酸への異化過程に及ぼす各種疾患の影響をトレーサーとして新規合

成した RI 化合物などを用いて分子レベルで解明。 
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② 各種疾患および代謝異常症をマススペクトロメトリー（質量分析）を用いて解明。 

③ プロテオミクス解析にオートラジオグラフィーの応用を検討。 

④ 枯草菌におけるビタミン B6生合成経路の解明。 

⑤ 定量的オートラジオグラフィーの応用。 

⑥ 教育研究施設における放射線安全管理手法の評価。 

⑦ 放射線安全管理に関するリスクの評価を検討。 

 

3. その他の活動 

① 「鳥取大学労働安全衛生委員会」の委員として、法人化に対応した学内安全衛生管理を指導

し、安全衛生教育・管理に係わる学内安全衛生管理体制を構築中である。 

② 「鳥取大学廃棄物対策委員会環境専門部会」委員として、「PRTR 法」等に対応して米子地区

の化学物質を管理している。 

③ 「放射線安全委員会」の委員として、「全学放射線安全委員会」の位置付け・役割・機能など

の見直しを検討中である。 

④ 「鳥取大学放射線安全管理に関する定期点検」を鳥取地区（工学部、地域学部、農学部、鳥

取地区放射性同位元素等共同利用施設）は平成 17 年 9 月 29 日（木）、米子地区（医学部、

遺伝子探索分野、医学部附属病院）は 10 月 14 日（金）に実施した。  

 

 

機器分析分野 

教育活動 

・大学入門ゼミ（大学入門科目・前期・共担） 

・ハイテク未来とマテリアルサイエンス（主題科目 E・前期・共担） 

・高分子化学（工学部専門科目・前期） 

・有機材料化学（工学部専門科目・後期） 

・基礎物質工学実験（工学部専門科目・前期・共担） 

 

研究活動 

・生体関連物質の分析 

・キチン，キトサン，グルコサミンの機能化 

 

１１．専任教員の外部資金の獲得状況 
 

遺伝子探索分野 

 

（科学研究費補助金） 

萌芽研究 

難波栄二（研究代表者） 
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アミノ酸リピート変異に注目した自閉症などの小児神経 

200 万円 

 

若手研究 B 

檜垣克美 

銅を標的としたニーマン・ピック病 C 型の治療法の開発 

130 万円 

 

（厚生科学研究費） 

こころの健康科学研究事業 

難波栄二（分担研究者） 

主任研究者 加藤進昌（東京大学医学部附属病院精神神経科） 

広汎性発達障害・ADHD の原因究明と効果的発達支援 

分担研究項目：分子遺伝学的解析 

200 万円 

 

こころの健康科学研究事業 

難波栄二（分担研究者） 

主任研究者 鈴木義之（国際医療福祉大学臨床医学研究センター） 

ライソゾーム酵素欠損症の病態解析と新しい経口治療薬の開発 

分担研究項目：GM1－ガングリオシドーシスに対する治療法の開発 

150 万円 

 

特定疾患対策研究事業 

難波栄二（研究分担者） 

主任研究者 衛藤義勝（慈恵会医科大学小児科/DNA 医学研究所） 

ライソゾーム病の病態の解明及び治療法の開発に関する研究 

分担研究項目：ライソゾーム病の病因、病態の解析、治療 

100 万円 

 

（厚生労働省 精神・神経疾患委託費） 

難波栄二（分担研究者） 

主任研究者 後藤雄一 

精神遅滞をきたす遺伝性疾患のリサーチ・リソースの整備と分子遺伝学的研究 

分担研究項目：精神遅滞をきたす遺伝性疾患のリサーチ・リソースの整備と分子遺伝学的研究 

150 万円 

 

動物資源開発分野 
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  文部科学省基盤研究〔C〕 

  柴原壽行（分担研究者） 

  研究代表者：岡本宗裕 

  「NOD-scid マウスを用いた嚢虫症ワクチン候補遺伝子のスクリーニング系の確立」 

  分担研究項目：ネコ条虫の継代とオンコスフェアの精製    

代表一括管理：￥800,000  

 

文部科学省基盤研究〔C〕(企画) 

  柴原壽行（分担研究者） 

研究代表者：山本 博 

「ヒトに致死的な人獣共通感染症であるＥ型肝炎ウイルスの実験動物における汚染調査」 

分担課題：中国地区の調査及び情報収集 

代表一括管理：￥3,200,000  

 

文部科学省若手研究〔B〕 

  柏木明子（研究代表者） 

  「中枢神経系特異的に局在する新規ミエリンタンパク質の同定と解析」 

  ￥800,000 

 

機器分析分野 

・平成 17 年度先端研究スタートアップ支援事業 

・平成 17 年度都市エリア FS 事業 

・鳥取大学 VBL プロジェクト研究 

 

 34



１２．予算決算 

  千円

（収入）     備考 

運営費交付金配分額 52,368    

医学部支援金 30,872     

医学部からの教官研究費 459   動物、放射線 

附属病院より（ＲＩ） 500     

ＲＩ特別経費（作業環境測定） 432     

小計   84,631   

利用料負担金収入       

遺伝子利用者負担金 10,023     

動物利用者負担金 7,859     

機器分析利用者負担金 2,840     

科研費利用料負担金 4,605     

小計   25,327   

１７年度繰越額       

前年度からの予備費１ 14,553   委任経理金分のみ 

前年度からの予備費２ 7,068   剰余金 

小計   21,621   

特別予算       

特別事業費 1 5,100 

  

研究支援活動の充実と学外へ

の受託解析サービスの普及に

よる産学官連携の推進 

特別事業費 2 950   

第 21 回遺伝子実験施設連絡

会議開催経費 

学長裁量経費（キャビネット） 2,800   

安全キャビネット整備のための

経費 

学長裁量経費（倫理） 1,000   安全に関する講演会開催 

小計   9,850   

合計   141,429   
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13．研究業績 
 
研究業績一覧 

 

生命機能研究支援センター専任教員 

 

 発表論文数（欧文） 学会発表数 

遺伝子探索分野 7 6 

動物資源開発分野 4 4 

放射線応用科学分野 2 2 

機器分析分野 2 5 

合計 15 17 

 

生命機能研究支援センター利用に基づく業績 

 

 発表論文数 

（欧文） 

発表論文数 

（和文） 

著書数 

（欧文） 

著書数 

（和文） 

米子地区 85 28 4 10 

鳥取地区 19 1 2 1 

合計 104 29 6 11 

 

 
 学会発表数 

(国際学会) 

学会発表数 

(国内学会) 

学会開催数 

米子地区 35 125 1 

鳥取地区 11 27 0 

合計 46 152 1 

 

 

 

 

 

 

 36



生命機能研究支援センター関連の研究業績 

Ⅰ．生命機能研究支援センター専任教員の業績 
遺伝子探索分野 

発表論文 

 

欧文論文 

1. Koishi S, Yamamoto K, Matsumoto H, Koishi S, Enseki Y, Oya A, Asakura A, Aoki Y, Atsumi M, Iga T, 
Inomata J, Inoko H, Sasaki T, Nanba E, Kato N, Ishii T, Yamazaki K. Serotonin transporter gene promoter 
polymorphism and autism: a family-based genetic association study in Japanese population. 
Brain Dev. 2006 May;28(4):257-60. 
 
2. Mizuta E, Miake J, Yano S, Furuichi H, Manabe K, Sasaki N, Igawa O, Hoshikawa Y, Shigemasa C, 

Nanba E, Ninomiya H, Hidaka K, Morisaki T, Tajima F, Hisatome I. Subtype switching of T-type Ca 2+ 
channels from Cav3.2 to Cav3.1 during differentiation of embryonic stem cells to cardiac cell lineage. 
Circ J. 2005 Oct;69(10):1284-9. 
 
3. Kato M, Ogura K, Miake J, Sasaki N, Taniguchi S, Igawa O, Yoshida A, Hoshikawa Y, Murata M, Nanba 

E, Kurata Y, Kawata Y, Ninomiya H, Morisaki T, Kitakaze M, Hisatome I. Evidence for proteasomal 
degradation of Kv1.5 channel protein. 
Biochem Biophys Res Commun. 2005 Nov 11;337(1):343-8. 
 
4. Paraguison RC, Higaki K, Sakamoto Y, Hashimoto O, Miyake N, Matsumoto H, Yamamoto K, Sasaki T, 
Kato N, Nanba E. Polyhistidine tract expansions in HOXA1 result in intranuclear aggregation and 
increased cell death. 
Biochem Biophys Res Commun. 2005 Nov 4;336(4):1033-9. 
 
5. Marui T, Koishi S, Funatogawa I, Yamamoto K, Matsumoto H, Hashimoto O, Nanba E, Kato C, Ishijima 
M, Watanabe K, Kasai K, Kato N, Sasaki T. No association of FOXP2 and PTPRZ1 on 7q31 with autism 
from the Japanese population. 
Neurosci Res. 2005 Sep;53(1):91-4. 
 
6. Kawashima Y, Kanzaki S, Yang F, Kinoshita T, Hanaki K, Nagaishi J, Ohtsuka Y, Hisatome I, Ninomoya 
H, Nanba E, Fukushima T, Takahashi S. Mutation at cleavage site of insulin-like growth factor receptor in a 
short-stature child born with intrauterine growth retardation. 
J Clin Endocrinol Metab. 2005 Aug;90(8):4679-87.  
 
7. Tanaka H, Miake J, Notsu T, Sonyama K, Sasaki N, Iitsuka K, Kato M, Taniguchi S, Igawa O, Yoshida A, 
Shigemasa C, Hoshikawa Y, Kurata Y, Kuniyasu A, Nakayama H, Inagaki N, Nanba E, Shiota G, Morisaki 
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T, Ninomiya H, Kitakaze M, Hisatome I. Proteasomal degradation of Kir6.2 channel protein and its 
inhibition by a Na+ channel blocker aprindine. Biochem Biophys Res Commun. 2005 Jun 
17;331(4):1001-6. 
 

国内学会 

1. 大塚晋、前川真治、紙谷秀規、渡邉高志、難波栄二、押村光雄 グリオーマ脳組織検体における

PEG3 遺伝子の発現 第 50 回日本人類異伝学会（倉敷）2005 年９月 

 

2. 檜垣克美、難波栄二 ニーマン・ピック病 C 型とスフィンゴ脂質の異常 第 50 回日本人類異伝学

会（倉敷）2005 年９月 

 

3. 高村歩美、檜垣克美、松田潤一郎、鈴木義之、難波栄二 GM1-ガングリオシドーシスマウス脳に

おける Trk 受容体シグナルの異常 第 78 回日本生化学会（神戸） 2005 年 10 月 

 

4. 大橋英美子、檜垣克美、山本浩一、高村歩美、飯田真巳、小川誠一郎、岩崎博之、鈴木義之、難波

栄二 ヒト GM1-ガングリオシドーシス遺伝子変異とケミカルシャペロン療法 第 48 回日本先天

代謝異常学会（熊本） 2005 年熊本 

 

5. 板場則子、坂田寿子、鷲野信恵、大塚晋、前川真治、押村光雄、難波栄二 自閉症責任遺伝子同定

を目的としたヒト 7 番染色体上新規ゲノム刷り込み遺伝子の探索 第 28 回日本分子生物学会（福

岡） 2005 年 12 月 

 

6. 高村歩美、檜垣克美、山本浩一、飯田真巳、岩崎博之、鈴木義之、難波栄二 マウスモデル細胞を

用いた GM1-ガングリオシドーシスの解析 第 11 回日本ライソゾーム病研究会（東京） 2005 年

12 月 

 

動物資源開発分野 

欧文論文 

1. Itagaki T, Kikawa T, Sakaguchi K., Shimo J, Terasaki K, Shibahara T Fukuda K. Genetic 
characterization of parthenogenic Fasciola sp. in Japan on the basis of the sequences  of 
ribosomal and mitochondrial DNA. Parasitology 131: 679-685, 2005. 

 

2. Itagaki T, Kikawa T, Terasaki K, Shibahara T, Fukuda K. Molecular characterization of 
parthenogenic Fasciola sp. in Korea on the basis of DNA sequences of ribosomal ITS1and 
mitochondrial NDI gene. J. Vet. Med. Sci. 67 (11): 1115-1118, 2005. 

 

3. Morita T, Takahashi M, Takeuchi T, Hikasa Y, Ikeda S, Sawada M, Sato K, Shibahara T, 
Shimada A. Changes in extracellular neurotransmitters in the cerebrum of  familial 
idiopathic epileptic shetland sheepdogs using an intracerebral microdialysis technique and 
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immunohistochemical study for glutamate metabolism. J Vet Med Sci 67 (11): 1119-26, 2005. 
 

4. Okamoto M, Matsumoto K, Shibui A, Shibahara, T, Ito A. Fundamental study of expression- 
library immunization against Taenia taeniaeformis in rats. Southeast Asian J Trop Med 
Public Health. 36( 4): 135-8. 2005. 

 
国内学会 

1. Luo, H, Shibahara T. Leads Search and Design with the Combination of Chinese Medicine, 
Proteomics and Molecular Simulation. 創薬科学研究発表会講演要旨集, P28， （京都，京都薬

大）2005 年 9 月 18～19 日． 
 

2. 宮下信泉，山本 博，有川二郎，八神健一，浅野雅秀，手塚英夫，鈴木 昇，黒澤 努，柴原壽行，

古谷正人，毛利資郎，佐藤 浩，大沢一貴，越本知大，速水正憲．「動物の輸入届出制度」の国立

大学法人等における動物実験への影響．第 52 回日本実験動物学会総会 （東京）2005 年 5 月 18
～20 日． 

 

講 演 
1. 柴原壽行． I 部：寄生虫 ─このいじらしくも厄介な存在─ 

第 25 回北陸実験動物研究会, 2005 年 4 月 23 日 金沢． 
 
2. 柴原壽行． II部：ウエステルマン肺吸虫 ─インド辺境に模式種を求めて─  
  第 25 回北陸実験動物研究会, 2005 年 4 月 23 日 金沢． 

 

放射線応用科学分野 

欧文論文 
1. Ogura Y, Yamaga N, Suzuki T, Kimura K, Kido Y, Yamada K, Uchida K. Aerobic and 

anaerobic biotransformation of bile acids by Escherichia coli(Ⅱ ): No convention of α

-muricholic acid by 7α-hydroxysteroid dehydrogenase of E. coli. Bioscience and Microflora 
24(2):41-44, 2005. 

 
2. Ishihara H, Imamura K, Kita M, Aimi T, Kitamoto Y. Enhancement of the viscometric 

endocellulase activity of Polyporus arcularius CMCase IIIa by cellobiose and 
cellooligosaccharides. Mycoscience 46(3):148-153, 2005. 

 

国内学会 

1. 木村宏二，北 実，鈴木孝夫，山野好章．鳥取大学における作業環境測定．日本放射線安全管理学会・

第４回学術大会（京都）2005 年 11 月．  

 

2. 北 実，山野好章，鈴木孝夫，木村宏二．OSL 線量計による空間線量測定．日本放射線安全管理学会・

第４回学術大会（京都）2005 年 11 月． 
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機器分析分野 

欧文論文 

1. Takamori Y, Nishibayashi T, Morimoto M, Saimoto H, Shigemasa Y. Analysis of 
D-Glucosamine in Human Serum using High Performance Liquid Chromatography with 
Pulsed Amperometric Detection. Chitin Chitosan Res 11(1):14-19, 2005. 
 

2. Kavalam J, Hari L, Morimoto M, Saimoto H, Khan A, Shigemasa Y. Stomatopods as a Raw 
Material for Chitin Extraction in India. Reports of the Faculty of Engineering Tottori 
University 36:23-26, 2005. 

 

国際学会 

1. Saimoto H, Takai S, Kita K, Yabu Y, Minagawa N, Nagai K, Yamamoto M, Morimoto M, 
Shigemasa Y. Synthesis and inhibitory activity of phenol derivatives against trypanosome 
alternative oxidase. 6th Tetrahedron Symposium, Bordeaux, France, 2005, June 29-July 1. 

 

国内学会 

1. 岡村繁樹，森 敦，森本 稔，斎本博之，重政好弘．PEG-Chitosan 誘導体の合成．第 20 回高分子

学会中国四国支部若手研究会，広島，平成 17 年 11 月 10～11 日． 

 

2. 加賀出穂，原 寿人，笠原健史，森 敦，森本 稔，斎本博之，重政好弘．キトサンへの疎水性

側鎖の導入．第 19 回キチン・キトサンシンポジウム，千葉工業大学，平成 17 年 8 月 4～5日． 

 

3. 笠原健史，森 敦，森本 稔，斎本博之，重政好弘．キトサン誘導体を用いた新規薬物輸送シス

テムの開発．第 20 回高分子学会中国四国支部若手研究会，広島，平成 17 年 11 月 10～11 日． 
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Hsp20 gene in the maturing rat testis.  J. Vet. Med. Sci, 67(11): 1183-1186, 2005. 
 
18. Yamano Y, Ohyama K., Ohta M, Sano T, Ritani A, Shimada J, Ashida N, Yoshida E, Ikehara K.,  

Morishima I. A novel spermatogenesis related factor-2 (SRF-2) gene expression affected by 
TCDD treatment.  Endocrine J 52(1): 75-81, 2005. 
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Ⅲ．生命機能研究支援センター利用に基づく学会業績 
米子地区 

国際学会 
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disease with hemophagocytic syndrome and its therapeutic trials. 20th European Congress of 
Pathology, Paris, France, 2005, September 3-8. 

 
10. Ishibashi M, Kamitani H, Kambe A, Watanabe T, Thomas E Eling. A Signice ficanof the 

Expression and Regulation of Nonsteroidal Anti-inflammatory Drug-Activated Gene (NAG-1) 
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30. Tahimic Candice GT, Nishigaki R, Tomimatsu N, Toda T, Kurimasa A, Oshimura M. 

Understanding the cellular basis of cancer prevention: proteomics-based search for novel ATM 
kinase substrates. The 5th Annual Meeting of the East Asian Union of Human Genetics 
Societies (EAUHGS), Kurashiki , 2005, Sep 19-22. 
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November 12-16. 
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hyperpigmented transgenic mouse. In “Tolerance , Autoimmunity and Immune Regulation 
(D1)”. Keystone Symposium, Denver, CO, USA, 2006, March 21-26.  
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1. 浅井理沙，加藤 藍，金森美紀子，加藤健太郎，西連寺 剛，西山幸廣，川口 寧．EBV プロテ

ィンキナーゼ BGLF4 の機能解析と新規標的因子の同定．第 53 回日本ウイルス学会（横浜）2005． 

 

2. 青木正志，石垣あや，永井真貴子，割田 仁，船越 洋，加藤信介，加藤昌昭，糸山泰人．ALS
ラットに対する肝細胞増殖因子髄腔内投与による病態進行抑制の機序．第４６回日本神経学会総

会（鹿児島）2005 年５月 25～27 日． 
 

3. Fumiaki Ayabe, Motonobu Katoh, Toshiaki Inoue, Natalay Kouprina, Vladimir Larionov, 
Mitsuo Oshimura. A novel expression system for genomic DNA loci using a human artificial 
chromosome vector with transformation-associated recombination cloning. 第 28 回日本分子生

物学会年会，福岡市，2005 年 12 月 7～10 日． 

 

4. 石原 宏，押村光雄，中尾光善．クロマチンリモデリング因子による CTCF 依存性インスレータ

ー形成機構．第 28 回日本分子生物学会年会，福岡市，2005 年 12 月 7～10 日． 

 

5. 板場則子，坂田寿子，鷲野伸恵，大塚晋，前川真治，押村光雄，難波栄二．自閉症責任遺伝子同

定を目的としたヒト 7 番染色体上新規ゲノム刷り込み遺伝子の探索．第 28 回日本分子生物学会年

会，福岡市，2005 年 12 月 7～10 日． 
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6. 板持広明，浪花 潤，川口稚恵，金子るり，上垣憲雅，高橋正国，島田宗昭，金森康展，紀川純

三，寺川直樹．［シンポジウム］上皮性卵巣癌における耐性遺伝子を用いた抗癌剤感受性試験．第

38 回日本婦人科腫瘍学会（和歌山市）2005 年 7 月． 

 
7. 一坂吏志、畠 義郎．発達期大脳皮質視覚野の眼優位可塑性におけるサイクリン依存性キナーゼ 5

の関与．第 28 回 日本神経科学大会（横浜）2005 年 7 月． 
 
8. 井上敏昭，平塚正治，尾崎充彦，押村光雄．SIRT2 チューブリン脱アセチル化酵素は mitotic stress

に応答して染色体凝縮開始を阻害する．第 28 回日本分子生物学会年会，福岡市，2005 年 12 月 7

～10 日． 

 
9. 上田悦子，太田健一，前河瑞穂，森本育代，伊藤由美，難波栄二，成瀬一郎． 2005 遺伝性多指

症/無嗅脳症マウス（Pdn/Pdn）における Gli3 発現抑制と関連遺伝子群の発現解析. 第 45 回日本

先天異常学会学術集会（東京）2005 年 7 月.   

 

10. 太田健一，前河瑞穂，森本育代，上田悦子，成瀬一郎． 遺伝性多肢症/無嗅脳症マウス(Pdn/Pdn)

における Ochratoxin A による外脳症発症の分子メカニズム.  第 45 回日本先天異常学会学術集

会（東京) 2005 年 7 月.  

 

11. 大塚 晋，前川真治，紙谷秀規，渡辺高志，難波栄二，押村光雄．グリオーマ脳組織検体におけ

る PEG3 遺伝子の発現解析．日本人類遺伝学会第 50 回大会，倉敷市，2005 年 9 月 19～22 日． 

 

12. 大橋 誠，星川淑子，長田佳子，西連寺 剛．早期抗原 EA-D（BMRF1 蛋白）の細胞内発現とリ

ン酸化・脱リン酸化の動態．第 2 回 EB ウイルス研究会（大阪）2005． 

 

13. 大橋 誠，星川淑子，長田佳子，西連寺 剛．EBV 再活性化における初期遺伝子 BMRF1 蛋白 EA-D

の生成とアポトーシスの小体の関わり．第 21 回中国四国ウイルス研究会（倉敷）2005． 

 

14. 岡野淳一，松本和也，村脇義和．肝癌細胞に対するGefitinib(イッレサ○R )の細胞学的効果．第 41

回日本肝臓学会総会（大阪国際会議場）2005 年 6 月 17 日． 

 

15. 岡野淳一，松本和也，村脇義和．インターフェロンが肝癌細胞に及ぼす生物学的効果．第 22 回中・

四国肝臓病研究会（岡山）2005 年 9 月 17 日． 

 

16. 小川昌宏，経遠智一，吉野三也，山崎英俊，林 眞一． CD4+ CD25+ 制御性 T 細胞の B 細胞増

殖．骨髄プラズマ細胞の置換･放出機構の解析．第 35 回日本免疫学会（横浜）2005 年 12 月 13～
15 日． 
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17. 尾崎充彦，長濱由美，井上敏昭，押村光雄，井藤久雄．ヒト胃粘膜、腺腫、癌腫におけるスピン

ドルチェックポイント因子 MAD1 の発現．第２回日本消化管学会総会，東京，2006 年 2 月 11～

12 日． 

 
18. 尾崎充彦，西垣竜一，井上敏昭，長濱由美，押村光雄，井藤久雄．ヒト胃粘膜、胃腺腫および胃

癌における MAD1 発現．第 64 回日本癌学会学術総会，札幌市，2005 年 9 月 14～16 日． 

 
19. 尾崎充彦，西垣竜一、井上敏昭、長濱由美、押村光雄，井藤久雄． ヒト胃粘膜、胃腺種および胃

癌における MAD1 発現．第 16 回日本消化器癌発生学会，鹿児島，2005 年 10 月 12～13 日． 

 
20. 尾崎充彦，平松俊紀，長濱由美，丹治義之，安達博信，井藤久雄．ヒト胃および食道における転

写因子 RUNX3 蛋白の発現．第 94 回日本病理学会総会（横浜）2005 年 4 月． 
 
21. 押村光雄．本来の遺伝子発現制御ユニットを運ぶヒト人工染色体ベクターを目指して．第 3 回幹

細胞シンポジウム，淡路市，2005 年 4 月 21～23 日． 

 

22. 押村光雄．生物にとって必須なエピジェネティクス．第 38 回日本発生生物学会ワークショップ，

仙台市，2005 年 6 月 1～4 日． 

 

23. 押村光雄．エピジェネティックスと疾患．第 23 回内分泌・代謝学サマーセミナー，那須塩原市，

2005 年 8 月 25-27 日． 

 

24. 押村光雄，前川真治，井上敏昭．グリオーマ発生に関わる 19 番染色体上遺伝子のエピジェネティ

クス．第 64 回日本癌学会学術総会，札幌市，2005 年 9 月 14～16 日． 

 

25. 甲斐義輝，香月康宏，阿部智志，滝口正人，岸上哲士，若山照彦，Chi Chiu Wang，押村光雄． 染

色体異常を持つ ES 細胞の作製および神経分化過程に見られるアポトーシスの検索．第 3 回幹細胞

シンポジウム，淡路市，2005 年 4 月 21～23 日． 

 

26. 甲斐義輝，香月康宏，阿部智志，滝口正人，岸上哲士，若山照彦，Chi Chiu Wang，押村光雄．染

色体異常を持つ ES 細胞の作製および神経分化過程に見られるアポトーシスの検索．日本人類遺伝

学会第 50 回大会，倉敷市，2005 年 9 月 19～22 日． 

 

27. 嘉悦明彦，岸本拓治，永井マリヤ，岡本幹三，尾崎米厚，原口由紀子，鈴木康江．ヒト培養臍帯

静脈内皮細胞（HUVEC）における血管内皮細胞由来一酸化窒素合成酵素（eNOS）Glu298Asp 遺

伝子多型の蛋白発現への影響．第 75 回日本衛生学会総会（新潟）2006 年 3 月． 

 

28. 掛田 実，平塚正治，永田恵子，佐野暁子，大澤加奈子，加藤基伸，押村光雄，富塚一磨．ヒト

人工染色体（HAC）ベクターによるホルモン補充遺伝子治療の試み．第 28 回日本分子生物学会年
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会，福岡市，2005 年 12 月 7～10 日． 

 

29. 香月康宏，大島毅，甲斐義輝，阿部智志，滝口正人，山田秀俊，若山照彦，富塚一磨，押村光雄．

ヒト CYP3A 遺伝子クラスターを保持するマウスはヒト型薬物応答を示す．日本人類遺伝学会第

50 回大会，倉敷市，2005 年 9 月 19～22 日． 

 

30. 香月康宏，甲斐義輝，阿部智志，滝口正人，星谷英寿，富塚一磨，花岡和則，押村光雄．ES 細胞

への染色体導入によるヒト型モデル動物の作製．第 3 回幹細胞シンポジウム，淡路市，2005 年 4

月 21～23 日． 

 

31. 加藤信介．脱髄疾患の病理（含 PML）：第４６回日本神経学会教育コース「神経病理学の基礎」．

第４６回日本神経病理学会総会学術研究会（宇都宮）2005 年５月 12～14 日． 
 

32. 加藤信介．SOD1 遺伝子異常を伴う生体系における細胞死のメカニズム：AGE 形成に  伴う凝

集毒性．第１５回日本メイラード学会（大阪）2005 年 11 月 18～19 日． 
 

33. 加藤信介，加藤雅子，青木正志，糸山泰人，阿部靖子，西野武士，朝山光太郎，粟屋 昭，平野

朝雄，大浜栄作．筋萎縮性側索硬化症(ALS)における残存運動神経細胞生存機序としてのレドック

ス機構の upregulation の解明．第４６回日本神経病理学会総会学術研究会（宇都宮）2005 年５

月 12～14 日． 
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